
平
成
二
十
四
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

四

九

号

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

秋

葉

賢

也
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原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
の
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
（
以
下
、
「
紛
争
審
査
会
」
と
記
す
。
）
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
六

日
、
「
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る
中
間
指

針
追
補
（
自
主
的
避
難
等
に
係
る
区
域
に
つ
い
て
）
」
を
定
め
た
が
、
自
主
的
避
難
等
対
象
者
が
受
け
た
損
害
（
精
神
的
被
害

を
含
む
）
を
賠
償
す
る
区
域
（
以
下
、
「
賠
償
対
象
区
域
」
と
記
す
。
）
を
福
島
県
内
の
二
十
三
市
町
村
に
限
定
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
賠
償
対
象
区
域
の
判
断
に
際
し
、
紛
争
審
査
会
は
、
「
発
電
所
か
ら
の
距
離
、
避
難
指
示
等
対
象
区
域
と
の
近
接

性
、
政
府
等
か
ら
公
表
さ
れ
た
放
射
線
量
に
関
す
る
情
報
、
自
主
的
避
難
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
」
決
め
た
と
し
て

い
る
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
高
い
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
南
部
の
伊
具
郡
丸
森
町
、
亘
理
郡
山
元
町
、
亘
理

郡
亘
理
町
、
角
田
市
、
白
石
市
等
の
自
治
体
は
い
ず
れ
も
、
賠
償
対
象
区
域
に
な
ら
な
か
っ
た
。
賠
償
対
象
区
域
に
な
ら
な

か
っ
た
宮
城
県
、
福
島
県
の
関
係
者
か
ら
、
「
判
断
基
準
に
照
ら
せ
ば
賠
償
対
象
区
域
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
、
「
取
り
急

ぎ
定
め
た
指
針
の
内
容
は
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
」
等
、
様
々
な
指
摘
等
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
賠
償
対

象
区
域
の
決
定
に
お
い
て
、
紛
争
審
査
会
は
、
当
該
二
十
三
市
町
村
以
外
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
た
の
か
が
、
不
明
確

一



な
ま
ま
で
あ
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
宮
城
県
南
部
の
伊
具
郡
丸
森
町
に
つ
い
て
、
同
町
は
東
側
に
は
福
島
県
相
馬
市
、
相
馬
郡
新
地
町
、
宮

城
県
亘
理
郡
山
元
町
が
、
ま
た
西
側
に
は
福
島
県
伊
達
市
が
隣
接
す
る
位
置
に
あ
り
、
事
故
が
起
こ
っ
た
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
か
ら
、
距
離
お
よ
び
方
角
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
自
治
体
も
同
一
視
で
き
得
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
西
南
西

に
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
福
島
県
岩
瀬
郡
天
栄
村
は
、
中
間
指
針
追
補
で
定
め
ら
れ
た
賠
償
対
象
区
域
に
入
っ

て
い
る
一
方
で
、
北
西
約
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
町
全
体
で
も
ほ
ぼ
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
位
置
す
る
宮
城
県
伊
具
郡

丸
森
町
は
賠
償
対
象
区
域
に
入
っ
て
い
な
い
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

宮
城
県
の
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
の
住
民
に
対
す
る
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
相
馬
市
等
の
住
民

に
比
べ
、
東
京
電
力
等
に
よ
る
説
明
時
期
が
遅
く
、
相
馬
市
等
の
市
民
に
は
送
付
さ
れ
た
賠
償
請
求
書
が
、
右
宮
城
県
内
の
二

つ
の
町
に
住
む
住
民
に
は
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
等
、
県
と
い
う
行
政
区
域
の
違
い
を
基
準
と
し
て
、
住
民
の
賠
償
を
得
る
機
会

が
不
当
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

紛
争
審
査
会
は
、
中
間
指
針
追
補
に
お
い
て
、
「
中
間
指
針
追
補
で
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
直
ち
に
賠
償
の
対
象
と

な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
て
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

二



得
る
。
」
と
は
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
賠
償
対
象
区
域
に
入
っ
て
い
な
い
地
域
の
住
民
が
賠
償
を
求
め
る
際
は
、
住
民
側

が
「
個
別
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
た
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
東
京
電
力
の
消
極
的
な
賠
償
姿
勢
に
鑑
み
る
と
、
指
針
に
お
い
て
具
体
的
に
賠
償
対
象
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
な
け
れ

ば
、
迅
速
、
公
平
か
つ
適
切
な
救
済
を
受
け
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

即
ち
、
紛
争
審
査
会
の
指
針
に
お
い
て
賠
償
対
象
と
し
て
具
体
的
に
明
記
さ
れ
る
か
否
か
は
、
原
子
力
被
害
の
適
切
な
賠
償

を
受
け
る
上
で
極
め
て
重
大
な
違
い
が
生
じ
る
。
被
害
者
が
迅
速
、
公
平
か
つ
適
切
に
賠
償
を
受
け
る
た
め
に
は
、
指
針
に

よ
っ
て
自
動
的
に
賠
償
手
続
が
進
む
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
指
針
の
賠
償
対
象
区
域
に
入
ら
な
か
っ
た
多
く
の
被
害
者

が
、
原
子
力
被
害
に
加
え
て
、
賠
償
請
求
を
巡
っ
て
苦
労
す
る
と
い
う
「
二
重
の
被
害
」
に
遭
っ
て
い
る
。
政
府
は
紛
争
審
査

会
に
指
針
の
作
成
を
委
任
し
て
い
る
が
、
最
終
的
な
責
任
は
政
府
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
文
部
科
学
大
臣
が
状
況
に
応
じ
て
賠

償
対
象
区
域
を
大
局
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
を
賠
償
対
象
区
域
に
入
れ

な
か
っ
た
こ
と
の
問
題
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
紛
争
審
査
会
は
、
「
発
電
所
か
ら
の
距
離
、
避
難
指
示
等
対
象
区
域
と
の
近
接
性
、
政
府
等
か
ら

公
表
さ
れ
た
放
射
線
量
に
関
す
る
情
報
、
自
主
的
避
難
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
」
賠
償
対
象
区
域
を
決
め
た
と
し

三



て
い
る
。
し
か
し
、
実
態
は
、
県
と
い
う
行
政
区
域
で
画
一
的
に
賠
償
対
象
区
域
を
区
切
っ
て
い
る
。
宮
城
県
南
部
の
中
で

も
、
特
に
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
に
つ
い
て
は
、
原
発
か
ら
の
距
離
、
方
角
、
放
射
線
量
の
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
、
賠
償
対
象
区
域
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
内
の
市
町
村
と
同
等
以
上
の
実
情
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
合
理

に
も
賠
償
対
象
区
域
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
福
島
原
発
事
故
の
発
生
か
ら
既
に
約
十
一
か
月
が
経
過
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
紛
争
審
査
会
が
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
と
亘
理
郡
山
元
町
を
賠
償
対
象
区
域
に
入
れ
な
か
っ
た
客
観
的
理
由
、
科
学

的
理
由
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

紛
争
審
査
会
の
指
針
に
お
い
て
賠
償
対
象
で
あ
る
こ
と
が
具
体
的
に
明
記
さ
れ
な
け
れ
ば
、
被
害
者
が
東
京
電
力
か
ら
原

子
力
被
害
の
適
切
な
賠
償
を
受
け
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
紛
争
審
査
会
に
は
、
福
島
県
以
外
の
地
域
に
お
け
る
自

主
的
避
難
者
な
ど
の
原
子
力
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
が
迅
速
、
公
平
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
常
に
賠
償
対
象
区
域
の

見
直
し
を
行
う
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

紛
争
審
査
会
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
に
基
づ
き
、
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
し
て
紛
争
が

生
じ
た
場
合
に
お
け
る
和
解
の
仲
介
及
び
当
該
紛
争
の
当
事
者
に
よ
る
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
一
般
的
な
指
針
の
策
定
に

係
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
」
に
文
部
科
学
省
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
指
針
は
、
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森

四



町
と
亘
理
郡
山
元
町
の
原
子
力
被
害
者
に
と
っ
て
は
自
主
的
な
解
決
に
資
す
る
指
針
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
宮
城
県
、
福
島

県
の
多
く
の
関
係
者
か
ら
、
「
判
断
基
準
に
照
ら
せ
ば
賠
償
対
象
区
域
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
、
様
々
な
指
摘
、
批

判
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
を
所
管
す
る
文
部
科
学
大
臣
は
自
ら
考
え
方
を
示
す
な
ど
し
て
、
紛
争
審

査
会
に
対
し
賠
償
対
象
区
域
の
追
加
を
行
わ
せ
る
な
ど
、
然
る
べ
き
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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